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広報 「たんば」 11月号　が
兵庫県広報コンクールで 『入選』 を受賞しました

　（社）日本広報協会兵庫県支部などが主催
する「第 60 回兵庫県広報コンクール」にお
いて、広報「たんば」11 月号（No.97）が「広
報紙部門（市の部）」で「入選」を受賞しま
した。
　受賞した広報「たんば」11 月号では、「野
菜のある暮らし」と題した特集記事を掲載。
市民のみなさんに、生産者の愛情と土から
の栄養をたっぷりと含んだ野菜が身近にあ
る暮らしを誇りに感じてもらいたいと思い
企画しました。

お便りください・・・

あなたにとっての「忘れられない風景」

ＮＨＫ－ BSプレミアム

■放送予定（兵庫県の旅）/
４月29日（月）～５月５日（日）
■応募内容/住所、氏名、電話番号、性別、年齢、
思い出の場所、場所にまつわるエピソード
■応募期限/４月９日（火）必着
■応募方法 /郵送またはホームページ（www.
nhk.or.jp/kokorotabi/）、FAX（03-0465-1327）で
ご応募ください。
郵送先：〒150‐8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
問ＮＨＫふれあいセンター ☎0570‐066‐066

市内の「忘れられない風景」にまつわるお手紙を募
集しています
　テレビ番組「にっぽん縦断 こころ旅（2013春の
旅）」　(ＮＨＫ－ＢＳプレミアム )がスタートしま
す。俳優の火野正平さんが、鹿児島県を出発し、み
なさんからのお手紙をもとに、旅のルートを変更し
ながら夏の富士山（山梨県）をめざします。
　番組では、市内の「忘れられない風景」にまつわ
る手紙を募集しています。手紙が採用されると火野
正平さんが丹波市を訪れます。

「にっぽん縦断こころ旅」 俳優  火野正平さん

第60回
県広報コンクール

「入選」

　今回の受賞は、取材にご協力いただきま
した方々、また、広報「たんば」の発行に
ご理解いただいております市民のみなさん
のおかげです。今後も、市民のみなさんに
親しまれる紙面づくりに努めてまいります。
　

入選を受賞した
広報「たんば」
11月号
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日本赤十字社が避難所開設訓練

　２月 11日（月）、三ッ塚ふれあいセンター愛育館
で、大規模な災害が発生したと想定して避難所が開
設されました。
　日本赤十字社兵庫県支部防災ボランティアのみな
さんが、救護所や仮設診療所の開設、吉見地区自治
振興会と連携した炊き出し訓練を行いました。
　大地震が発生した場合、電気や水道などのライ
フラインが寸断されることも予想されるなか、実
践さながらの訓練を行い、災害対応力の向上が図
られました。

春の訪れを告げるセツブンソウ

　江古花園（青垣町東芦田）で２月 10 日（日）、
節分草祭りが行われ、セツブンソウの開花が最盛
期を迎えました。純白の花びらをまとった可憐な
姿を披露し、訪れた人々を楽しませていました。

竹筒を割って米粒の量を見定めるようす

①

② ③

可憐な姿で咲く「セ
ツブンソウ」

化石発見現場に描かれた「丹波竜」と「ちーたん」

丹波竜の巨大イラストが発掘現場
に出現 !!

　丹波竜化石発掘現場（山南町上滝）に 10m四方
の「丹波竜」と「ちーたん」のイラストが描かれ
ました。見学に訪れた人たちがイメージしやすい
ようにと「上久下恐竜の里づくり協議会」が中心
となって２日がかりで完成させました。

災害発生時に役立つ体験コーナーも設置されました。①ＡＥＤ・心肺蘇
生を体験②三角巾を使って包帯をつくる参加者③段ボールベッドの寝心
地を確かめるようす

豊凶占う伝統行事 「粥
かゆ

占い」

　折杉神社（市島町徳尾）で２月３日（日）、農作
物の種類に見立てた 13 本の竹筒にお米を詰め、鍋
に入れて火にかけた後、竹筒に入っている米粒の量
でこの年の収穫の豊凶を占う「粥占い」が行われま
した。
　今年は、早稲や大豆の竹筒にたっぷりとお米が詰
まっていて、豊作の判定が出されました。氏子総代
の余田節男（69）さんは、「前山地区は米づくりが盛
んな地域。結果には満足しています」と話していま
した。


